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研究成果の概要（和文）：プローブ技術を援用したデータフュージョン理論による総合的行動調

査の高度化に向けて、１）行動文脈の自動識別アルゴリズムの開発、２）プローブデータを基

本とした交通調査・管制システムの開発、３）これらを組み込んだモビリティサービスの実装

研究を行ってきた。時系列に同一個人の行動データの蓄積が可能なプローブ技術を用いた総合

的行動調査の可能性を示すと同時に、様々な交通施策評価や交通管制の効率化に向けたプロー

ブ技術とデータフュージョン理論の可能性を明らかにすることができた。特にセンサー情報を

利用した行動判別アルゴリズムで SVM に Adaboost アルゴリズムを組み合わせることで、大

幅な精度向上が可能になり、加速度センサーを有するスマートフォンによって９５％以上の確

率で交通行動の自動収集判別を可能にすることに成功した．こうした技術と PT 調査を組み合

わせた総合的な調査プラットフォームを構成することで，従前のワンショット型の交通調査か

ら All the year 型の交通調査への移行と，総合的調査技術を用いた交通計画の可能性を示した． 
 
研究成果の概要（英文）：It turns to the advancement of the synthetic behavioral survey by 
the data fusion theory which used probe technology, development of the automatic 
identification algorithm of the behavioral context,  the traffic survey and management 
systems based on probe data, and  the mobility service incorporating these have been 
done. While the possibility of the synthetic behavioral survey which used for the probe 
technology which can store the same individual's time series behavior data was shown, 
possibility of probe technologies towards evaluations of various real-time transportation 
policies.  By combining an Adaboost algorithm with SVM according to using especially 
sensor information, It succeeded in enabling automatic travel behavior identification by 
95% or more using the smart phone which has an accelerometer.  With constituting the 
synthetic travel behavior data platform which combined PP technologies and PT survey 
data, the possibility was shown about the shift to all the year type travel survey from the  
one-shot travel survey, and transport planning using synthetic advanced travel survey 
technologies. 
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研究分野：土木計画学・交通工学 
科研費の分科・細目：基盤研究(A) 
キーワード：プローブパーソン調査 
 
１．研究開始当初の背景 
 従来観測の困難であった人の詳細な移動
活動パターンの自動計測を，低電力消費型の
加速度や気圧，ＧＰＳなどのセンサーを用い
て，携帯電話にデータを転送することで観測
を実現する着想を得た．本研究では超長期の
行動データを収集し，行動パターン推移の統
計的特性を明らかにすることで，長期間行動
調査手法を交通計画の実務においても十分
適用可能な総合的交通行動調査技術として
確立させることを目指したいと考えた．デー
タフュージョンによる母集団推計技術がマ
ーケティング分野で先行研究されており，本
研究では，精度の異なる複数の行動データの
統計的特性分析を行ったうえで，データ融合
を前提とした母集団の行動データの再推計
と現実の交通計画への適用可能性の検討を
当初想定した． 
 
２．研究の目的 
 前述した研究の背景をプローブパーソン
技術を基本にした高精度・長期間行動データ
と既存データを組み合わせたデータフュー
ジョン理論を確立することを目的に，以下の
ことを研究期間内に明らかにすることを考
えた． 
(1) 行動文脈自動推計技術の開発 
(2) day-to-day の長期 panel データをもとに

した移動-活動パターンの個人間/個人内
変動と時空間変動の統計分析 

(3) 母集団推計のためのデータフュージョン
技術の確立と総合的交通行動調査手法の
高度化の実現 

 
３．研究の方法 
(1) 行動文脈自動推計技術の開発 
① 行動文脈自動計測器の開発：GPS 携帯電話

と連動する複数センサーを用いた行動文
脈計測装置の開発を行う．開発にあたって
は，研究代表者らが既に開発している
BCALS(Behavioral Context Addressable 
Loggers in the Shell)を基本に，新たな
機能を盛り込んだ超小型の環境計測シス
テムの開発を実施する． 

② 行動文脈自動推計手法の開発：複数セン
サーの情報と移動-活動内容を入力変数と
する HMM 行動文脈判別モデル推計を行う． 

(2) データフュージョン技術の開発 
① サンプル母集団の基本属性の変化と行動

変化の確率分布に関する分析：day-to-day
パネル調査で得られた長期間行動データ

を用いて，a)経路，出発時刻，アクティビ
ティパターンの個人内長期変動，b)個人間
の変動と個人内変動，c)立地と個人内変動
の関係に着目したクロス集計分析を行う． 

② 複数データの特性に基づいたデータフュ
ージョンの枠組み整理：複数データのデー
タフォーマットとデータ精度についての
比較検討，母集団の行動パターンの再推計，
シミュレーションによる方法とサンプル
確率分布による方法の比較，母集団の推計
と計算負荷，再現性，推計パターンの基本
特性の評価を行う． 

 
４．研究成果 
本研究では，プローブ技術を援用したデー

タフュージョン理論による総合的行動調査
の高度化に向けて、１）行動文脈の自動識別
アルゴリズムの開発、２）プローブデータを
基本とした交通調査・管制システムの開発、
３）これらを組み込んだモビリティサービス
の実装研究を行った．時系列に同一個人の行
動データの蓄積が可能なプローブ技術を用
いた総合的行動調査の可能性を示すと同時
に、様々な交通施策評価や交通管制の効率化
に向けたプローブ技術とデータフュージョ
ン理論の可能性を明らかにすることができ
た．特にセンサー情報を利用した行動判別ア
ルゴリズムで SVM に Adaboost アルゴリズ
ムを組み合わせることで、大幅な精度向上が
可能になり、加速度センサーを有するスマー
トフォンによって９５％以上の確率で交通
行動の自動収集判別を可能にすることに成
功した．このことにより従前の紙を用いた交
通調査からスマートフォンを用いることで，
移動，滞在判別と交通機関識別が可能になる
ことから，オンライン型完全自動の行動調査
プロットフォームの要素技術開発が可能に
なったといえよう．さらにこうした技術と
PT 調査を組み合わせた総合的な調査プラッ
トフォームを構成することで，従前のワンシ
ョット型の交通調査から All the year 型の交
通調査への移行と，総合的調査技術を用いた
交通計画の可能性を示したことが大きな成
果と考える．モビリティクラウドなどの交通
サービスとこうした技術を組み合わせるこ
とで，サービス性能の向上と，交通データの
蓄積収集を結び付けたシステム構築の可能
性を示したことで，今後の交通調査の大きな
方向性が示せたと判断している． 
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